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非肥満，(肥満指数 115%以下)のインスリン非依存性糖尿病患者 7 例，インスリン依存性糖尿病患者 8












クランプ，かつ preprogrammable insulin infusion pump を用い， 2) で得たインスリン注入率
でインスリンを注入，生理的なインスリン反応を再現した。尚，人工勝島システム及び prep ro ・
grammable insulin infusion pumpは大阪大学医学部第一内科で開発した closed-loop及び、 open­
loop control system を用いた。血糖値は glucose oxidase を用いる AutoAna lyzer法及び人工勝
島血糖モニタ一法，血築インスリン値は Hales & Randle法，血柴グルカゴン値は30K を用いる
immunoassayで測定した。
〔成績〕
インスリン非依存性 (NIDDM) およびインスリン依伝性(IDDM) 糖尿病患者において，以下の成
績をえた。
1 )高血糖状態，インスリン低反応時におけるアルギニン負荷時のグルカゴン分泌反応は， NIDDM , 
IDDM とも健常人に比し有意な過剰反応を示した。
2 )人工勝島システム作動下で，健常人にみる血糖応答曲線，血築インスリン分泌反応を再現した場
合，アルギニン負荷時のグルカゴン分泌反応は， NIDDM , IDDM とも正常化しえた。
3 )人工牌島システムのインスリン注入率規定パラメータを小に設定した場合，血柴インスリン反応
は低反応、を示したが，血糖制御状態はインスリン非注入時に比し有意に改善した。しかし，この際
のグルカゴン分泌反応は， NIDDM , IDDM とも 1 )と同様の過剰分泌反応を示した。
4 )人工勝島システムのブドウ糖注入機構作動下で血糖値を高血糖域にクランプし，かっ健常人のイ
ンスリン分泌動態を再現した場合， グルカゴン分泌反応は NIDDM ， IDDM とも正常化した。
〔総括〕
人工牌島システムを research tool として応用することにより，インスリン非依存↑生むよびインス
リン依存性糖尿病患者におけるアルギニン負荷時の血築グルカゴン過剰分泌反応は，血糖値に関係な
く，健常人の血築インスリン分泌動態を再現することにより正常化しうることを認め，糖尿病患者に
みられるかかる異常は，インスリン不足による二次的な結果であることを実証しえた。
論文の審査結果の要旨
人工勝島システムは，糖尿病患者において各種外乱に対して健常人にみる生理的インスリン分泌動
態を再現しうる特徴をもっのみならず， さらにブドウ糖注入プログラムを備えることにより，任意の
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血糖値にクランプすることが可能で、ある口
本研究では，糖尿病患者におけるアルギニン負荷に対するグルカゴン過剰分泌反応の機序解明を人
工勝島システムを用いて追求，その結果，この過剰反応が血糖値に関係なく，インスリン不足にもと
づく二次的な結果であることを明確に解明したものであり，学位論文に価する。
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